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特
集
１　
高
市
政
権
を
問
う
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︱
戦
後
責
任
と
軍
事
国
家
化
を
批
判
す
る
︱

安
保
三
文
書
見
直
し
の
ね
ら
い

池
田
五
律

Ⅰ　
「
総
合
的
な
国
力
強
化
」と
経
済
安
保
重
視

高
市
政
権
は
、
年
末
に
安
保
三
文
書
（
国
家
安

全
保
障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整
備
計
画
）
の

改
定
・
閣
議
決
定
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
向
け
て
、「
総
合
的
な
国
力
か
ら
安
全

保
障
を
考
え
る
有
識
者
会
議
」
が
開
か
れ
て
い
る

（
第
１
回
４
月
27
日
、
第
２
回
６
月
８
日
、
第
３
回
８
月
４

日
）。
有
識
者
メ
ン
バ
ー
に
は
、
肩
書
は
民
間
企

業
顧
問
だ
っ
た
り
、
研
究
所
所
属
で
あ
っ
た
り
す

る
が
外
務
省
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
出
身
者
が
入
っ

て
い
る
。
財
界
か
ら
半
導
体
事
業
や
長
繊
維
事
業

に
携
わ
っ
て
き
た
者
が
名
を
連
ね
る
。
理
系
出
身

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
幹
部
も
入
っ
て
い

る
。
金
融
界
か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
統
合
な
ど
に
携

の
公
式
の
追
悼
式
典
も
な
く
、
８
月
15
日
の
全
国

戦
没
者
追
悼
式
で
包
括
的
に
追
悼
し
て
い
る
と
説

明
し
て
い
る
の
み
だ
。
今
年
平
均
年
齢
１
０
３
歳

に
な
る
抑
留
体
験
者
ら
は
、
抑
留
被
害
者
は
戦
没

者
や
英
霊
で
は
な
く
、
国
家
犯
罪
、
拉
致
被
害
者

で
あ
り
、戦
没
者
と
は
区
別
す
べ
き
と
主
張
す
る
。

そ
も
そ
も
基
本
と
な
る
歴
史
認
識
が
異
な
る
。
政

府
は
一
貫
し
て
実
態
解
明
と
ソ
連
・
ロ
シ
ア
の
責

任
を
追
求
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
、
外
務
省
は
ロ

シ
ア
の
反
発
を
買
っ
て
北
方
領
土
返
還
交
渉
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
を
懸
念
す
る
。
そ
の
結
果
、
80

年
を
経
て
も
い
ま
だ
に
抑
留
さ
れ
た
人
数
や
死
亡

者
の
総
数
す
ら
明
確
に
で
き
て
い
な
い
状
態
が
続

く
。よ

う
や
く
特
措
法
が
で
き
て
も
、
実
行
す
る
政

府
に
そ
の
政
治
的
な
意
思
が
な
け
れ
ば
、
成
果
は

乏
し
い
と
い
う
教
訓
が
改
め
て
実
証
さ
れ
た
形

だ
。
今
の
状
態
で
は
再
開
さ
れ
て
も
遺
骨
収
集
は

あ
と
２
０
０
４
年
か
け
て
も
終
わ
ら
な
い
と
み
ら

れ
る
。
特
措
法
の
執
行
を
監
視
し
、
よ
り
実
効
あ

る
執
行
を
促
す
世
論
と
政
治
的
な
働
き
か
け
が
な

い
と
、
特
措
法
も
そ
の
効
力
を
発
揮
で
き
な
い
。

シ
ベ
リ
ア
特
措
法
は
、
戦
後
65
年
間
も
の
長
き

に
わ
た
っ
て
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
つ
い
て
何
の
法

律
も
な
か
た
っ
と
い
う
異
常
な
政
治
の
怠
慢
を

た
だ
し
た
と
い
う
点
で
画
期
的
だ
っ
た
。
ま
た
、

２
０
０
０
年
の
在
日
の
外
国
籍
戦
没
者
・
戦
傷
病

者
へ
の
弔
慰
金
支
給
法
制
定
以
降
、
戦
後
補
償
関

係
の
立
法
が
久
し
く
な
か
っ
た
中
で
、
風
穴
を
開

け
、
21
世
紀
に
な
っ
て
も
残
さ
れ
た
課
題
の
戦
後

処
理
は
行
う
の
だ
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で

き
た
点
で
も
意
義
は
大
き
か
っ
た
。

し
か
し
、
立
法
を
実
現
し
て
、
こ
と
足
れ
り
で

は
な
く
、立
法
の
実
現
は
ス
タ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
。

制
定
さ
れ
た
法
律
を
軸
に
、
持
続
し
た
検
証
、
監

視
、
働
き
か
け
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
自
覚
が
つ

ね
に
求
め
ら
れ
る
。

（
あ
り
み
つ
・
け
ん
／
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
者
支
援
セ
ン
タ
ー
世

話
人
）

わ
っ
て
き
た
者
。
半
導
体
や
Ａ
Ｉ
の
研
究
者
が
並

び
、
理
系
出
身
者
の
経
済
安
保
研
究
者
も
名
を
連

ね
る
。
文
系
研
究
者
に
も
、
地
経
学
研
究
を
専
門

と
す
る
者
が
入
っ
て
い
る
。
経
済
安
保
重
視
の
布

陣
だ
。

と
は
い
え
、
有
識
者
会
議
は
お
飾
り
。
実
質
的

に
三
文
書
改
定
を
主
導
す
る
の
は
、
国
家
安
全
保

障
局
に
集
う
現
代
版
軍
事
官
僚
ど
も
だ
。
そ
れ
に

設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
家
情
報
局
が
関
与
す

る
。
国
家
安
全
保
障
局
・
国
家
情
報
局
二
輪
体
制

の
大
き
な
初
仕
事
が
、
三
文
書
改
定
に
な
る
わ
け

だ
。改

定
は
、
第
１
回
会
議
に
国
家
安
全
保
障
局
が

提
出
し
た
資
料
の
線
で
進
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ

る
。
同
資
料
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
我
が
国
を
取
り
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巻
く
安
全
保
障
環
境
の
変
化
と『
総
合
的
な
国
力
』

の
重
要
性
」。
国
家
安
全
保
障
戦
略
２
０
２
２
で

も
、「
省
庁
横
断
型
防
衛
態
勢
の
構
築
に
よ
る
総

合
的
な
国
力
強
化
」
と
い
っ
た
文
言
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
た
。
だ
が
、
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
は
「
防
衛

力
の
抜
本
的
な
強
化
」
だ
っ
た
。
今
回
の
改
定
で

は
、「
防
衛
力
」
の
域
を
超
え
、「
総
合
的
な
国
力

強
化
」
が
前
面
に
出
て
く
る
わ
け
だ
。
こ
れ
は
、

国
家
改
造
計
画
の
公
然
化
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

そ
の
前
提
と
な
る
「
安
全
保
障
環
境
の
変
化
」

は
、
以
下
で
あ
る
。

・
法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩

序
へ
の
挑
戦
が
勢
い
を
加
速
し
、
国
際
秩
序
は

流
動
化
。

・
国
際
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
に
対
す
る
米
国
の

優
先
順
位
が
変
化
す
る
中
、
米
国
の
同
盟
国
・

同
志
国
が
一
層
主
体
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
生
じ
、
果
た
す
べ
き
役
割
が

変
化
す
る
こ
と
は
不
可
避
。

・
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
環
境

は
悪
化
・
複
雑
化
。

・
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
４
年
以
上

継
続
。「
新
し
い
戦
い
方
」
へ
の
対
応
と
継
戦

能
力
の
確
保
の
重
要
性
。

「
脅
威
」
と
し
て
は
、「
中
露
連
携
・
露
朝
協
力

の
深
化
」、「
中
国
の
影
響
力
の
拡
大
」
を
強
調
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
「
安
全
保
障
環
境
」
認
識
に
基
づ
き
、

「
平
素
か
ら
の
安
全
保
障
上
の
課
題
が
多
様
化
し
、

経
済
力
・
技
術
力
が
外
交
力
・
防
衛
力
を
決
す
る

時
代
に
」
お
い
て
、「『
情
報
力
』
と
『
人
材
力
』

を
合
わ
せ
、
６
つ
の
要
素
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ

た
も
の
と
す
る
必
要
」（
経
済
安
保
の
重
要
性
の
増
大
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
認
知
戦
の
対
応
、
Ａ
Ｉ
の
飛
躍
的
な
進

歩
等
）
を
主
張
す
る
。「
脅
威
」
に
対
す
る
「
抑
止
」

と
し
て
「
総
合
的
な
国
力
強
化
」
が
必
要
と
い
う

わ
け
だ
。
そ
の
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、

（
１
）
経
済
安
保
の
重
要
性
、（
２
）
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
巧
妙
化
・
深
刻
化
、（
３
）
影
響
工
作
・
認

知
戦
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
に
「
経
済
安

保
」
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
国
家
安
全
保
障
戦
略

２
０
２
６
は
、
経
済
安
保
重
視
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

Ⅱ　
平
素
か
ら
の
戦
時
経
済
へ
の
国
民
総
動
員

国
家
安
全
保
障
局
が
第
３
回
有
識
者
会
議
（
8

月
4
日
）
に
提
出
し
た
資
料
で
は
、「
経
済
安
全
保

障
に
お
け
る
今
後
の
取
組
の
方
向
性
」
と
し
て
、

以
下
を
挙
げ
て
い
る
。

①
新
た
な
国
際
経
済
秩
序
形
成
へ
の
自
主
的
・
能

動
的
取
組

②
社
会
全
体
の
持
続
的
対
応
能
力
の
確
保

③
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
俯
瞰
し
た
生
産
基
盤

の
強
化

④
安
全
保
障
と
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

の
有
機
的
連
携

⑤
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
時
代
の
経
済
安
全
保
障

「
②
社
会
全
体
の
持
続
的
対
応
能
力
の
確
保
」

と
は
、「
継
戦
能
力
」
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。

弾
薬
を
供
給
し
続
け
る
と
い
っ
た
兵
器
生
産
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
複
数
年
に
渡

り
戦
争
を
続
け
る
こ
と
を
支
え
る
戦
時
経
済
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
総
力
戦

体
制
の
構
築
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
時
に
即
応
的

に
形
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
平
素
か
ら
「
③

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
俯
瞰
し
た
生
産
基
盤
の
強

化
」
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
優
位
性
を

確
保
す
る
に
は
、
平
素
か
ら
先
ん
じ
て
先
端
兵
器

開
発
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
故
に
、「
④
安
全
保

障
と
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
の
有
機
的

連
携
」
と
い
う
わ
け
だ
。
そ
の
先
端
技
術
の
最
た

る
も
の
が
Ａ
Ｉ
な
ど
で
あ
る
。
し
か
も
サ
イ
バ
ー

空
間
は
、
課
題
の
（
２
）
に
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

巧
妙
化
・
深
刻
化
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

重
要
技
術
の
諜
報
・
防
諜
の
戦
場
で
あ
る
。
だ
か

ら
「
⑤
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
時
代
の
経
済
安
全
保
障
」

が
導
か
れ
る
。
結
局
は
軍
需
・
軍
民
共
用
技
術
関

連
産
業
の
育
成
と
い
う
こ
と
だ
。

で
は
「
①
新
た
な
国
際
経
済
秩
序
形
成
へ
の
自

主
的
・
能
動
的
取
組
」
と
は
何
か
。
提
出
資
料
に

よ
れ
ば
以
下
で
あ
る
。

・
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）

の
進
化
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
戦
略
的
な
強
化
、
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既
存
ル
ー
ル
（
貿
易
救
済
措
置
等
）
の
徹
底
活
用
、

分
野
別
連
携
の
深
化
を
通
じ
た
、
同
志
国
性
の

高
い
協
力
枠
組
み
の
構
築
・
強
化

・
集
団
的
な
自
律
性
・
強
靱
性
を
確
保

　

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
諸
国
を
含
む
戦
略
的
な

国
際
分
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

　

自
律
性
へ
の
脅
威
に
対
す
る
協
調
的
対
応

Ｏ
Ｄ
Ａ
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
、
Ｏ
Ｅ
Ｓ
Ａ
（
注
）
等
の
ツ
ー

ル
の
有
機
的
・
総
合
的
な
活
用

（
注
）O

verseas Econom
ic Security A

rrangem
ent

の
略
。
民
間
企
業
に
よ
る
経
済
安
全
保
障
上
の
重
要
な

海
外
事
業
を
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
劣
後
出
資
等
を
通
じ
て

支
援
す
る
経
済
安
保
海
外
事
業
促
進
制
度
。

要
す
る
に
、
経
済
的
に
も
対
中
包
囲
網
を
形
成

し
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
（
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支
援
）
な
ど

に
よ
っ
て
、
日
本
製
武
器
を
売
り
込
む
と
い
う

わ
け
だ
。「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
６
」（
骨
太
の
方
針
２
０
２
６
）
の
言
葉
で
言

え
ば
、「
外
交
と
防
衛
を
車
の
両
輪
」
と
し
て
、

こ
れ
ら
を
進
め
る
と
言
う
。「
防
衛
外
交
」
と
い

う
代
物
だ
。

骨
太
の
方
針
２
０
２
６
は
、「
総
合
的
な
国
力

強
化
」
の
た
め
の
「
強
い
経
済
」
の
創
出
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
。「
世
界
的
な
産
業
政
策

の
大
競
争
時
代
」
だ
と
の
認
識
に
立
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、「
国
民
の
力
、

ピ
ー
プ
ル
ズ
パ
ワ
ー
を
日
本
の
成
長
の
原
動
力
に

変
え
て
い
く
」
と
言
う
。
現
代
版
の
戦
時
経
済
体

制
へ
の
国
民
総
動
員
だ
。

防
衛
省
の
２
０
２
７
年
度
予
算
の
概
算
要
求

（
２
０
２
７
年
度
概
算
要
求
）
は
、
安
保
三
文
書
改
定

の
内
容
未
定
を
理
由
に
、
金
額
を
明
示
し
な
い
事

項
要
求
の
て
ん
こ
盛
り
だ
。
明
示
し
て
い
る
9
兆

円
プ
ラ
ス
事
項
要
求
で
青
天
井
。
批
判
に
配
慮
し

て
か
、
概
算
要
求
の
概
要
で
は
、「
防
衛
と
経
済

の
好
循
環
」
な
ど
と
言
い
出
し
た
。
実
際
は
、
赤

字
経
営
の
新
興
企
業
が
軍
需
に
手
を
出
す
と
い
っ

た
事
例
が
出
て
き
て
い
る
。
好
循
環
な
ど
存
在
し

な
い
。
巨
額
の
防
衛
費
、
軍
需
・
軍
民
共
用
技
術

関
連
産
業
へ
の
投
資
は
財
政
危
機
を
招
く
だ
け

だ
。
経
済
の
軍
事
化
に
反
対
し
、
軍
事
費
膨
張
に

歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅲ　
新
し
い
戦
い
方

２
０
２
７
年
度
概
算
要
求
は
、
３
本
柱
9
項
目

を
重
視
す
る
と
言
う
。
そ
れ
が
、
国
家
防
衛
戦
略

で
も
重
視
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

３
本
柱
の
一
つ
は
、「
新
し
い
戦
い
方
へ
の
対

応
」。
そ
こ
に
は
、
重
視
す
る
９
項
目
中
6
項
目
、

Ａ
Ｉ
、
無
人
機
、
ス
タ
ン
ド
オ
フ
ミ
サ
イ
ル
、
総

合
ミ
サ
イ
ル
防
衛
、
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
指
揮
統
制
部
門
で
の
Ａ
Ｉ
利
用
、
無

人
機
開
発
＆
大
量
配
備
が
新
機
軸
だ
。
能
動
的
サ

イ
バ
ー
防
御
の
本
格
始
動
に
伴
い
、「
ア
ク
セ
ス
・

無
害
化
措
置
」
に
係
る
能
力
強
化
及
び
「
通
信
情

報
の
利
用
」
に
係
る
能
力
整
備
も
重
点
項
目
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
家
安
全
保
障
局
提
出
資

料
（
４
月
27
日
）
に
示
さ
れ
た
課
題
の
（
３
）、「
影

響
工
作
・
認
知
戦
」
と
も
関
連
す
る
。
ス
パ
イ
防

止
を
理
由
と
し
た
諜
報
活
動
、
そ
し
て
そ
れ
に
基

づ
く
言
論
弾
圧
と
い
っ
た
も
の
に
も
つ
な
が
る
。

３
本
柱
の
二
つ
目
は
、
持
続
的
な
対
応
能
力
。

「
持
続
性
」
と
は
戦
争
を
続
け
る
、
つ
ま
り
は
継

戦
態
勢
の
強
化
だ
。
そ
れ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、

部
隊
を
投
入
・
追
加
投
入
す
る
機
動
展
開
能
力
や
、

戦
闘
の
邪
魔
に
な
る
住
民
を
追
い
出
す
国
民
保

護
、
弾
薬
確
保
、
装
備
品
等
の
維
持
整
備
、
施
設

の
強
靭
化
（
要
塞
化
）
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ

れ
ら
に
新
機
軸
、
太
平
洋
・
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
が

加
わ
る
。

要
す
る
に
、
以
下
の
よ
う
な
戦
争
と
戦
時
体
制

を
想
定
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

米
軍
の
イ
ラ
ン
攻
撃
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
を
軍
事
利

用
し
、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
で
先
制
攻
撃
を
し
て
、

報
復
に
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
で
備
え
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
の
よ
う
に
ミ
サ
イ
ル
戦
争
、
無
人
機
戦
争

を
や
る
。
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
長
期
戦
を
継
続
で
き

る
経
済
体
制
を
創
り
出
す
。
つ
ま
り
現
代
版
の
総

力
戦
体
制
を
構
築
し
、そ
れ
に
国
民
を
動
員
す
る
。

重
要
物
資
の
輸
送
路
、
太
平
洋
・
シ
ー
レ
ー
ン
も

確
保
す
る
。
サ
イ
バ
ー
分
野
を
情
報
戦
・
認
知
戦

の
戦
場
と
し
て
位
置
づ
け
、
敵
の
諜
報
へ
の
防
諜

の
み
な
ら
ず
国
内
の
不
満
分
子
を
摘
発
す
る
た
め

に
、
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
諜
報
国
家
を
目
指
す
。
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防
衛
力
整
備
計
画
で
は
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
お

買
い
物
リ
ス
ト
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

３
本
柱
の
三
つ
目
は
、
防
衛
基
盤
。
そ
れ
に
は

９
項
目
中
の
「
８
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
」
が
入
っ

て
い
る
。こ
こ
に
も
経
済
安
保
重
視
が
見
ら
れ
る
。

「
防
衛
基
盤
」
に
は
、
も
う
一
項
目
「
９
人
的

基
盤
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
目
玉
は
、

退
職
自
衛
隊
員
・
家
族
支
援
庁
（
仮
称
）
の
設
置
。

退
職
自
衛
官
の
再
就
職
支
援
を
前
面
に
出
し
て
い

る
が
、
戦
傷
者
や
遺
家
族
な
ど
へ
の
軍
事
援
護
体

制
の
構
築
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
再
就
職
支
援

も
、
不
法
滞
在
者
の
摘
発
を
担
う
入
国
警
備
官
の

「
即
戦
力
」
と
し
て
退
職
自
衛
官
に
応
募
を
呼
び

か
け
る
と
い
っ
た
動
き
を
見
れ
ば
、
治
安
の
軍
事

化
を
誘
う
危
険
性
が
あ
る
。『
子
ど
も
版
防
衛
白

書
』
の
配
布
な
ど
と
重
ね
れ
ば
、
退
役
将
校
の
失

業
対
策
と
し
て
学
校
で
の
軍
事
教
練
指
導
要
員
が

送
り
込
ま
れ
た
歴
史
も
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

経
済
の
み
な
ら
ず
、
治
安
、
そ
し
て
社
会
の
軍

事
化
も
促
し
、
財
政
危
機
を
招
く
安
保
三
文
書
改

定
に
反
対
し
よ
う
。

（
い
け
だ
・
い
つ
の
り
／
戦
争
に
協
力
し
な
い
！
さ
せ
な

い
！
練
馬
ア
ク
シ
ョ
ン
）

野
坂
昭
如
の
『
戦
争
童
話
集
』
は
、ど
の
話
も
、

「
昭
和
二
十
年
、
八
月
十
五
日
」
で
始
ま
る
短
編

︿
童
話
〉
だ
が
、
織
り
込
ま
れ
た
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
の
事
実
に
洩
れ
は
な
い
。
正
確
で
緻
密
な

調
べ
を
基
に
、
生
起
す
る
一
切
を
包
む
か
な
し
み

の
塊
が
、
幾
つ
も
幾
つ
も
転
が
る
こ
の
作
品
が
、

自
分
に
大
事
と
分
か
っ
た
の
は
、
六
〇
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
だ
。
初
出
は
、一
九
七
一
年
「
婦
人
公
論
」

連
載
と
知
り
、
学
生
集
会
で
の
野
坂
の
講
演
が
思

い
出
さ
れ
た
。「
左
翼
に
肩
入
れ
す
れ
ば
、
結
腸

癌
に
な
っ
て
死
な
に
ゃ
な
ら
ん
。
右
に
寄
れ
ば
腹

切
っ
て
死
な
に
ゃ
な
ら
ん
。
ボ
カ
ァ
、
ど
っ
ち
も

や
だ
ね
。」
高
校
の
頃
か
ら
、
高
橋
和
巳
を
読
ん

で
来
た
私
は
ム
ッ
と
し
た
が
、
早
口
の
訥
弁
に
聞

き
入
っ
た
。
主
題
の
記
憶
は
な
い
。
そ
の
後
も
、

野
坂
の
忠
実
な
読
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
改
め
て

『
火
垂
る
の
墓
』
を
精
読
し
た
時
、
冒
頭
場
面
は
、

作
家
の
果
た
し
得
ぬ
願
い
の
成
就
と
知
っ
た
気
が

し
た
。

「
ぼ
く
は
、
か
え
り
み
て
、
三
度
、
逃
げ
す
ぎ

て
い
る
。
…
…
逃
げ
す
ぎ
た
こ
と
の
う
し
ろ
め
た

さ
が
、
骨
に
か
ら
ん
で
い
る
。
…
…
無
惨
な
死
に

ざ
ま
を
果
た
し
た
、
養
家
の
両
親
や
、
焼
跡
の
少

年
達
の
鎮
魂
歌
を
書
く
つ
も
り
は
な
く
、
書
け
も

し
な
い
が
、
そ
の
死
に
か
か
ず
ら
わ
っ
て
、
た
だ

逃
げ
て
ば
か
り
い
た
、
今
、
生
き
長
ら
え
る
自
分

の
、
う
し
ろ
め
た
い
気
持
ち
に
、
責
め
た
て
ら
れ

…
…
ぼ
く
は
ぼ
く
自
身
の
小
さ
い
文
字
を
書
く
。」

「
戦
争
反
対
の
目
的
も
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
肉
親

や
生
活
に
対
す
る
鎮
魂
の
つ
も
り
も
な
い
。
ぼ
く

は
し
か
し
、
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
し
、い
さ
さ
か
自
負
の
言
葉
の
べ
る
な
ら
ば
、

ぼ
く
以
外
の
だ
れ
に
、
ぼ
く
が
構
築
す
る
世
界
が

書
け
る
か
と
、
考
え
て
い
る
。」「
あ
の
恐
ろ
し
さ

は
経
験
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
私
は
経
験
を
え

ら
そ
う
に
い
う
つ
も
り
は
な
い
。
わ
か
っ
て
も
ら

え
な
い
む
な
し
さ
も
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
あ
え

て
い
う
、
戦
争
で
一
番
ひ
ど
い
目
に
あ
う
の
は
子

供
た
ち
だ
と
い
う
こ
と
を
」。

『「
戦
中
日
記
」
を
読
む
』
に
、
こ
の
よ
う
な
文

語
り
か
け
得
る
あ
な
た
へ　
（
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
）

─
─
体
験
証
言
の
沈
黙
─
─
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